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2024年
ねん

 9月
がつ

 90号
ごう

 

 

 

 

 

 

 

発
はっ

行
こう

／公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

姫
ひめ

路
じ

市
し

文
ぶん

化
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

 

情
じょう

報
ほう

誌
し

作
さく

成
せい

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

 

 

姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

へ 行
い

こう 

 

姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

は 赤
あか

い レ
れ

ン
ん

ガ
が

＜土
つち

で できた 壁
かべ

の 材
ざい

料
りょう

＞で できた 建
たて

物
もの

が 有
ゆう

名
めい

です。 

人
ひと

や 動
どう

物
ぶつ

の 形
かたち

を 金
きん

属
ぞく

などで 作
つく

ったものが 庭
にわ

に たくさん 

あります。 12月
がつ

1 日
ついたち

まで 「庭
てい

園
えん

ア
あ

ー
ー

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

」という  

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

＜催
もよお

し＞をしています。 この イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

を 見
み

るための 

お金
かね

は いりません。 庭
にわ

に 霧
きり

が 出
で

ます。 写
しゃ

真
しん

のような 景
け

色
しき

を 見
み

ることが できます。 また、 美
び

術
じゅつ

館
かん

の 中
なか

でも 次
つぎ

の  

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

を しています。 

 

〇隈
くま

研
けん

吾
ご

流
りゅう

 オ
お

ノ
の

マ
ま

ト
と

ペ
ぺ

で見
み

る建
けん

築
ちく

 姫
ひめ

路
じ

編
へん

 

 いつ： 2024年
ねん

9月
がつ

21日
にち

から 2024年
ねん

11月
がつ

17日
にち

まで 

 かかる お金
かね

： 小
しょう

学
がく

生
せい

と 中
ちゅう

学
がく

生
せい

は 400円
えん

、 高
こう

校
こう

生
せい

と 大
だい

学
がく

生
せい

は 800円
えん

、 大人
お と な

は 1,400円
えん

 

 

〇The Collection Meets KUMA Kengo 過
か

去
こ

から未
み

来
らい

へ生
い

き残
のこ

るデ
で

ザ
ざ

イ
い

ン
ん

 

 いつ： 2024年
ねん

12月
がつ

7 日
な の か

から 2025年
ねん

2月
がつ

2 日
ふ つ か

まで 

 かかる お金
かね

： 小
しょう

学
がく

生
せい

と 中
ちゅう

学
がく

生
せい

は 200円
えん

、 高
こう

校
こう

生
せい

と 大
だい

学
がく

生
せい

は 400円
えん

、 大人
お と な

は 700円
えん

 

 

姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

 

開
あ

いている 時
じ

間
かん

： 午
ご

前
ぜん

10時
じ

から 午
ご

後
ご

5時
じ

まで 

閉
し

まっている 日
ひ

： 毎
まい

週
しゅう

 月
げつ

曜
よう

日
び

、 12月
がつ

28日
にち

から 1月
がつ

3 日
み っ か

まで 

月
げつ

曜
よう

日
び

が 祝
しゅく

日
じつ

や 休
やす

みの日
ひ

のときは 開
あ

いています。 

そのときは、 次
つぎ

の 平
へい

日
じつ

が 閉
し

まっています。 

行
い

きかた： 姫
ひめ

路
じ

駅
えき

から 北
きた

へ 20分
ぷん

 くらい 歩
ある

きます。 姫
ひめ

路
じ

城
じょう

の 東
ひがし

に あります。 

 

書
しょ

写
しゃ

山
ざん

圓
えん

教
ぎょう

寺
じ

でも、 12月
がつ

1 日
ついたち

まで 隈
くま

研
けん

吾
ご

の イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

を しています。 

詳
くわ

しいことは 右
みぎ

の QRコ
こ

ー
ー

ド
ど

から 見
み

てください。 

姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

へ 行
い

こう ・・・P1 

灘
なだ

のけんか祭
まつ

り ・・・P2 

地
じ

震
しん

が 起
お

こる前
まえ

に 知
し

って ください ・・・P3 

日本
に ほ ん

の 学
がっ

校
こう

 ・・・P4 

People イ
い

ン
ん

タ
た

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

 ・・・P5 

姫
ひめ

路
じ

城
じょう

の 近
ちか

くで 「食
しょく

欲
よく

の秋
あき

」、 

「音
おん

楽
がく

の秋
あき

を」 楽
たの

しもう！ ・・・P6 
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灘
なだ

のけんか祭
まつ

り 

 

「灘
なだ

のけんか祭
まつ

り」は とても 有
ゆう

名
めい

な 祭
まつ

りです。 毎年
まいとし

、 

10万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

の人
ひと

が 見
み

に 来
き

ます。 姫
ひめ

路
じ

市
し

白
しら

浜
はま

町
ちょう

に ある 

松
まつ

原
ばら

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

で、 毎
まい

年
とし

 10月
がつ

14日
にち

と 15日
にち

に あります。 

山
さん

陽
よう

電
でん

車
しゃ

に 乗
の

って、 「白
しら

浜
はま

の宮
みや

駅
えき

」で 降
お

ります。 

南
みなみ

に 5分
ふん

 歩
ある

くと 着
つ

きます。 車
くるま

は 入
はい

れません。 

 

14日
か

（宵
よい

宮
みや

＜祭
まつ

りの 前
まえ

の 日
ひ

の 夜
よる

に 行
おこな

う、 簡単
かんたん

な 祭
まつ

り＞） 

7 つ
な な つ

の 村
むら

の 屋
や

台
たい

※1 が 松
まつ

原
ばら

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

に 集
あつ

まります。 7 つ
な な つ

の 村
むら

には 決
き

まった 色
いろ

が あり

ます。 

練
ね

り子
こ

（屋
や

台
たい

を 持
も

つ人
ひと

）が 屋
や

台
たい

を 運
はこ

び、 他
ほか

の 村
むら

の 屋
や

台
たい

に ぶつけます。 屋
や

台
たい

を    

ぶつけることを 「練
ね

り合
あ

わせ」と いいます。 練
ね

り合
あ

わせを 見
み

るために、 たくさんの人
ひと

が   

神
じん

社
じゃ

に 集
あつ

まります。 暗
くら

くなるまで 練
ね

り合
あ

わせをします。 

 

15日
にち

（本
ほん

宮
みや

） 

松
まつ

原
ばら

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

で 3 つ
み っ つ

の 神
み

輿
こし

※2 を ぶつけます。 1 つ
ひ と つ

の 村
むら

が 全
ぜん

部
ぶ

の 神
み

輿
こし

を 用
よう

意
い

します。 

用
よう

意
い

する 村
むら

は 毎
まい

年
とし

 代
か

わります。 強
つよ

く ぶつけて、 神
み

輿
こし

が 壊
こわ

れることが 良
よ

いです。 その

あと、 神
み

輿
こし

と それ以
い

外
がい

の 6 つ
む っ つ

の 村
むら

の 屋
や

台
たい

は、 御
お

旅
たび

山
やま

の 一番
いちばん

 高
たか

い 場所
ば し ょ

の 神
じん

社
じゃ

へ   

向
む

かいます。 途
と

中
ちゅう

、 御
お

旅
たび

山
やま

の 下
した

に ある 広
ひろ

い 場
ば

所
しょ

で 練
ね

り合
あ

わせをします。 そして、 山
やま

から 下
お

りて、 また 練
ね

り合
あ

わせをして、 自
じ

分
ぶん

たちの 村
むら

へ 帰
かえ

ります。 

 

※1屋
や

台
たい

…太
たい

鼓
こ

と、 太
たい

鼓
こ

を 打
う

つ 人
ひと

が 乗
の

ります。 綺
き

麗
れい

な 飾
かざ

りが ついて 

います。 とても 大
おお

きく、 2ト
と

ン
ん

より 重
おも

いものも あります。 

 

※2神
み

輿
こし

…神
かみ

様
さま

の 乗
の

り物
もの

です。 人
ひと

は 乗
の

りません。 

  

注
ちゅう

意
い

すること 

〇立
た

って 見
み

てください。 座
すわ

って 見
み

ることが できる 席
せき

は、 予
よ

約
やく

と お金
かね

が 必要
ひつよう

です。 

席
せき

が 空
あ

いていても 座
すわ

ることは できません。 

〇屋
や

台
たい

が 倒
たお

れる など、 危
あぶ

ないことも あります。 安
あん

全
ぜん

に 楽
たの

しむために、 屋
や

台
たい

や 神
み

輿
こし

の 近
ちか

くに 行
い

かないで ください。 村
むら

の人
ひと

や 交通
こうつう

案内
あんない

をしている人
ひと

の 注
ちゅう

意
い

を よく 

聞
き

きましょう。 また、 動
うご

きやすい 服
ふく

を 着
き

て、 歩
ある

きやすい 靴
くつ

を 履
は

くなど、 けがを

しないように 気
き

をつけましょう。 

 

屋
や

台
たい
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地
じ

震
しん

が 起
お

こる前
まえ

に 知
し

って ください 

 

地
じ

震
しん

が 起
お

こる 前
まえ

に 知
し

ってほしいことを 紹
しょう

介
かい

します。 

 

災
さい

害
がい

＜地
じ

震
しん

や 台
たい

風
ふう

など＞が 起
お

こる 前
まえ

に 準
じゅん

備
び

すること 

●在
ざい

留
りゅう

カ
か

ー
ー

ド
ど

や パ
ぱ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

を コピー
こ ぴ ー

して 持
も

っていて ください。 

●家
か

族
ぞく

、 友
ゆう

人
じん

、 大
たい

使
し

館
かん

などに 連
れん

絡
らく

する 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を 書
か

いて 持
も

っていて ください。 自
じ

分
ぶん

が 

いる 場
ば

所
しょ

や、 自
じ

分
ぶん

が 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

か どうかを 知
し

らせるときに 役
やく

に立
た

ちます。 

●災
さい

害
がい

が 起
お

こったとき、 家
か

族
ぞく

が 離
はな

れたところに いるかもしれません。 家
か

族
ぞく

と どこで 会
あ

うか、 

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

＜逃
に

げるための 場
ば

所
しょ

＞は どこか、 決
き

めて ください。 

●防
ぼう

災
さい

グ
ぐ

ッ
っ

ズ
ず

＜災
さい

害
がい

のときに 自
じ

分
ぶん

を 守
まも

るためのもの＞を 準
じゅん

備
び

して ください。 

●住
す

んでいるところの 防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

＜災
さい

害
がい

のときに 逃
に

げる 練
れん

習
しゅう

＞に 出
で

て、 近
ちか

くに 住
す

んでいる

人
ひと

と 仲
なか

良
よ

くなって ください。 

●姫
ひめ

路
じ

市
し

広
こう

域
いき

版
ばん

ハ
は

ザ
ざ

ー
ー

ド
ど

マ
ま

ッ
っ

プ
ぷ

※ 1 で 自
じ

分
ぶん

が 住
す

んでいる 場
ば

所
しょ

で どんな  

災
さい

害
がい

が 起
お

こるのかを 知
し

って ください。 

※1 姫
ひめ

路
じ

市
し

広
こう

域
いき

版
ばん

ハ
は

ザ
ざ

ー
ー

ド
ど

マ
ま

ッ
っ

プ
ぷ

・・・どこで どんな 災
さい

害
がい

が 起
お

こるのかを 

知
し

ることが できる 姫
ひめ

路
じ

市
し

の 地
ち

図
ず

です。 日本
に ほ ん

語
ご

、 英
えい

語
ご

、 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、 

韓
かん

国
こく

語
ご

、 ベ
べ

ト
と

ナ
な

ム
む

語
ご

で 見
み

ることが できます。 

 

罹
り

災
さい

証
しょう

明
めい

書
しょ

 

罹
り

災
さい

証
しょう

明
めい

書
しょ

は 災
さい

害
がい

で 自
じ

分
ぶん

の 家
いえ

などが 壊
こわ

れたことを 証
しょう

明
めい

する 紙
かみ

です。 

市
し

役
やく

所
しょ

や 役
やく

場
ば

から もらいます。 住
じゅう

宅
たく

再
さい

建
けん

＜家
いえ

を もう一
いち

度
ど

 建
た

てたり、  

直
なお

すこと＞や、 取
と

り壊
こわ

しなどに かかる お金
かね

を もらうときに 必
ひつ

要
よう

です。 

自
じ

分
ぶん

の 家
いえ

が 壊
こわ

れたら、 直
なお

す 前
まえ

に、 壊
こわ

れたところの 写
しゃ

真
しん

を 撮
と

って  

ください。 

 

防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

について 

防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

に 災
さい

害
がい

が 起
お

こったときに 必
ひつ

要
よう

なものが 入
はい

っています。 

水
みず

や 食
しょく

料
りょう

、 毛
もう

布
ふ

などが 入
はい

っています。 入
はい

っているものは 倉
そう

庫
こ

によって 違
ちが

います。 右
みぎ

下
した

の QRコ
こ

ー
ー

ド
ど

で 倉
そう

庫
こ

に 入
はい

っているものを 

知
し

ることが できます。 1ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

と 2ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

で 自
じ

分
ぶん

の 

住
す

んでいる 場
ば

所
しょ

の 倉
そう

庫
こ

に 何
なに

が 入
はい

っているか 見
み

る

ことが できます。 防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

に 入
はい

っているものは、  

少
すく

ないです。 必
ひつ

要
よう

なものは 自
じ

分
ぶん

で 用
よう

意
い

して ください。 

ハ
は

ザ
ざ

ー
ー

ド
ど

マ
ま

ッ
っ

プ
ぷ
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日本
に ほ ん

の 学校
がっこう

 

 

日本
に ほ ん

では、 みんな 小
しょう

学
がっ

校
こう

に 6年
ねん

間
かん

、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に 3年
ねん

間
かん

 行
い

くことになっています。 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の 後
あと

は、 高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に 行
い

きます。 そして、 大
だい

学
がく

、 大
だい

学
がく

院
いん

や 専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

に 行
い

くことが でき

ます。 学
がっ

校
こう

は 公
こう

立
りつ

＜県
けん

や 市
し

が 建
た

てた 学
がっ

校
こう

＞と 私
し

立
りつ

＜会
かい

社
しゃ

が 建
た

てた 学
がっ

校
こう

＞が あります。 

外
がい

国
こく

の 子
こ

どもも 公
こう

立
りつ

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、 高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に 行
い

くとき、 授
じゅ

業
ぎょう

の お金
かね

は   

いりません。 

 

◆姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

と 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

への 入
にゅう

学
がく

 

学
がっ

校
こう

の 教
きょう

科
か

書
しょ

は 無
む

料
りょう

＜0円
えん

＞です。 学
がっ

校
こう

では 給
きゅう

食
しょく

＜学
がっ

校
こう

で 出
だ

される 

昼
ひる

ご飯
はん

＞が あります。 給
きゅう

食
しょく

は お金
かね

が いります。 

住
す

んでいる 場
ば

所
しょ

に よって 学
がっ

校
こう

が 決
き

まります。 入
にゅう

学
がく

する 予
よ

定
てい

の  

子
こ

どもの 家
いえ

に 「入
にゅう

学
がく

のお知
し

らせ」が 来
き

ます。 入
にゅう

学
がく

するために、 保
ほ

護
ご

者
しゃ

＜お父
とう

さん、 お母
かあ

さん＞は 学
がっ

校
こう

に 書
しょ

類
るい

＜必
ひつ

要
よう

なことを 書
か

く 紙
かみ

＞を 出
だ

します。 外
がい

国
こく

の  

子
こ

どもが 市
し

立
りつ

の 学
がっ

校
こう

＜市
し

が 建
た

てた 学
がっ

校
こう

＞へ 行
い

くとき、 「姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

就
しゅう

学
がく

  

申
しん

請
せい

書
しょ

」を 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

学
がっ

校
こう

指
し

導
どう

課
か

へ 出
だ

して ください。 

 

問
と

い合
あ

わせ⇒姫
ひめ

路
じ

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

学
がっ

校
こう

指
し

導
どう

課
か

 

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

：079-221-2766 

問
と

い合
あ

わせフ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

ム
む

 → 

 

◆高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（高
こう

校
こう

） 

高
こう

校
こう

に 行
い

くときは、 入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を 受
う

けます。 高
こう

校
こう

では いろいろなことが 学
まな

ぶことが でき

ます。 自
じ

分
ぶん

が 勉
べん

強
きょう

したいことが 勉
べん

強
きょう

できる 高
こう

校
こう

を 選
えら

ぶことが できます。 日本
に ほ ん

の 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に 通
かよ

っている人
ひと

は、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の 先
せん

生
せい

に 相
そう

談
だん

しましょう。 

 

 

放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

ク
く

ラ
ら

ブ
ぶ

（学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

） 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

が 仕
し

事
ごと

で 昼
ひる

に 家
いえ

に いない 小
しょう

学
がく

生
せい

のための 場
ば

所
しょ

です。 学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

は、 お金
かね

が 

かかります。 申
もう

し込
こ

みが いります。 4月
がつ

から 利
り

用
よう

するとき、 前
まえ

の 年
とし

の 11月
がつ

に 受
う

け付
つ

け

が 始
はじ

まります。 詳
くわ

しいことは 姫
ひめ

路
じ

市
し

の ウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

で 見
み

ることが できます。 

問
と

い合
あ

わせ⇒姫
ひめ

路
じ

市
し

役
やく

所
しょ

 こども総
そう

務
む

課
か

 

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

：079-221-2719 
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姫
ひめ

路
じ

に 住
す

んで 何
なに

を 感
かん

じましたか。 

姫
ひめ

路
じ

の 人
ひと

は いつも 優
やさ

しいです。 姫
ひめ

路
じ

は とても 良
よ

いところです。 姫
ひめ

路
じ

に 来
き

て 驚
おどろ

いた

ことは、 バ
ば

ス
す

が 時
じ

間
かん

どおりに 来
く

ることです。 台
たい

北
ぺい

では、 いつ バ
ば

ス
す

が 来
く

るのか わかり

ません。 台
たい

北
ぺい

の 道路
ど う ろ

は いつも 車
くるま

で いっぱい だからです。 

バ
ば

ス
す

停
てい

で バ
ば

ス
す

を 待
ま

って、 バ
ば

ス
す

が 来
き

たら 手
て

を あげます。 だから、 姫
ひめ

路
じ

でも バ
ば

ス
す

が 

来
き

たときに、 手
て

を あげそうになります。 

 

台
たい

湾
わん

の 生
せい

活
かつ

について 教
おし

えてください。 

私
わたし

は 料
りょう

理
り

を 作
つく

ることが 好
す

きです。 でも、 台
たい

湾
わん

の人
ひと

は、 家
いえ

で あまり 料
りょう

理
り

をしません。 

店
みせ

で 食
た

べることが 多
おお

いです。 だから、 台
たい

湾
わん

には ご飯
はん

の 店
みせ

が たくさん あります。 

台
たい

湾
わん

の 学
がっ

校
こう

は 9月
がつ

に 始
はじ

まります。 そして、 6月
がつ

に 終
お

わります。 子
こ

どもたちは いろいろ

なことを 習
なら

います。 日本
に ほ ん

と 同
おな

じです。 ピ
ぴ

ア
あ

ノ
の

や バ
ば

レ
れ

エ
え

を 習
なら

ったり、 ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

ク
く

ラ
ら

ブ
ぶ

に 入
はい

る 子
こ

どもも います。 小
しょう

学
がっ

校
こう

では 学
がっ

期
き

が 終
お

わる前
まえ

に テ
て

ス
す

ト
と

が あります。 だから、 

みんな とても 頑
がん

張
ば

って 勉
べん

強
きょう

します。 

 

台
たい

北
ぺい

市
し

で みんなに 行
い

ってほしい 場
ば

所
しょ

は どこですか。 

陽
よう

明
めい

山
ざん

です。 私
わたし

が 住
す

んでいた 家
いえ

の 近
ちか

くに あります。 よく 遊
あそ

びに 行
い

きました。 花畑
はなばたけ

や 温泉
おんせん

が あります。 みなさんが 台
たい

湾
わん

へ 行
い

くときは、 陽
よう

明
めい

山
ざん

にも 行
い

って ください。 

 

これから どんなことが したいですか。 

日本
に ほ ん

語
ご

を もっと 上手
じょうず

に 話
はな

すことが できるように なりたいです。 そして、 台
たい

湾
わん

を   

紹
しょう

介
かい

する 仕
し

事
ごと

をしたいです。 台
たい

湾
わん

には、 昔
むかし

から 台
たい

湾
わん

に 住
す

んでいた人
ひと

たちが います。  

でも、 その人
ひと

たちのことを 知
し

っている人
ひと

は 少
すく

ないです。 その人
ひと

たちの ことも 紹介
しょうかい

したい

です。 

国際
こくさい

交
こう

流
りゅう

に 興
きょう

味
み

が あるので、 姫
ひめ

路
じ

と 台
たい

湾
わん

が 仲
なか

良
よ

くなるために 何
なに

かをしたいです。 

 森
もり

田
た

ス
す

テ
て

ラ
ら

さん（台
たい

湾
わん

） 

ス
す

テ
て

ラ
ら

さんは、 台
たい

湾
わん

から 来
き

ました。 仕
し

事
ごと

のために 台
たい

湾
わん

に  

来
き

ていた 日本
に ほ ん

人
じん

と 結
けっ

婚
こん

しました。 姫
ひめ

路
じ

は ス
す

テ
て

ラ
ら

さんの  

夫
おっと

が 生
う

まれた 場
ば

所
しょ

です。 子
こ

どもたちが 日本
に ほ ん

の 学
がっ

校
こう

で  

勉
べん

強
きょう

するため、 2023年
ねん

に 姫
ひめ

路
じ

に 来
き

ました。 ス
す

テ
て

ラ
ら

さんは 

「VIVA!ひめじ」の ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

を しています。 ス
す

テ
て

ラ
ら

さんは 

いつも 外
がい

国
こく

人
じん

が 知
し

りたいことを 教
おし

えてくれます。 

 

A 

Q 

A 

Q 

A 

Q 

A 

Q 
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姫
ひめ

路
じ

城
じょう

の 近
ちか

くで 「食
しょく

欲
よく

の秋
あき

」、 「音
おん

楽
がく

の秋
あき

」を 楽
たの

しもう！ 

 

第
だい

26回
かい

 ひめじ国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フ
ふ

ェ
ぇ

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

バ
ば

ル
る

 

姫
ひめ

路
じ

に 住
す

んでいる 外
がい

国
こく

人
じん

と 市
し

民
みん

が 仲
なか

良
よ

くなる

ための フ
ふ

ェ
ぇ

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

バ
ば

ル
る

です。 「世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

」では、 

いろんな 国
くに

の 美
お

味
い

しい 料
りょう

理
り

を 食
た

べることが 

できます。 

いつ：2024年
ねん

10月
がつ

27日
にち

（日
にち

） 

午
ご

前
ぜん

10時
じ

から 午
ご

後
ご

3時
じ

まで 

どこで：大
おお

手
て

前
まえ

公
こう

園
えん

（☆） 

※雨
う

天
てん

決
けっ

行
こう

＜雨
あめ

が 降
ふ

っていても、 します＞ 

 

ふらっとお散
さん

歩
ぽ

コ
こ

ン
ん

サ
さ

ー
ー

ト
と

 

姫
ひめ

路
じ

城
じょう

の 近
ちか

くにある 3 つの 会
かい

場
じょう

で、 コ
こ

ン
ん

サ
さ

ー
ー

ト
と

が あります。 いろいろな 音
おん

楽
がく

を 楽
たの

しむ

ことが できます。 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

に 関
かん

係
けい

が ある人
ひと

も たくさん 出
で

ます。 プ
ぷ

ロ
ろ

＜仕
し

事
ごと

として 音
おん

楽
がく

を

している人
ひと

＞が 弾
ひ

く 音
おん

楽
がく

を 楽
たの

しんで ください。 お金
かね

は いりません。 

いつ：2024年
ねん

10月
がつ

27日
にち

（日
にち

） 午
ご

前
ぜん

11時
じ

30分
ぷん

から 午
ご

後
ご

4時
じ

30分
ぷん

まで 

どこで：①姫
ひめ

路
じ

文
ぶん

学
がく

館
かん

 午
ご

前
ぜん

11時
じ

30分
ぷん

から 午
ご

後
ご

0時
じ

30分
ぷん

まで 

 「フ
ふ

ル
る

ー
ー

ト
と

・フ
ふ

ァ
ぁ

ゴ
ご

ッ
っ

ト
と

・ピ
ぴ

ア
あ

ノ
の

によるト
と

リ
り

オ
お

の調
しら

べ」 

②淳
じゅん

心
しん

学
がく

院
いん

  午
ご

後
ご

1時
じ

30分
ぷん

から 午
ご

後
ご

2時
じ

30分
ぷん

まで 「ソ
そ

プ
ぷ

ラ
ら

ノ
の

 デ
で

ュ
ゅ

オ
お

 コ
こ

ン
ん

サ
さ

ー
ー

ト
と

」 

③イ
い

ー
ー

グ
ぐ

レ
れ

ひめじ 午
ご

後
ご

3時
じ

30分
ぷん

から 午
ご

後
ご

4時
じ

30分
ぷん

まで 「オ
お

ー
ー

タ
た

ム
む

・ジ
じ

ャ
ゃ

ズ
ず

・プ
ぷ

ロ
ろ

ム
む

ナ
な

ー
ー

ド
ど

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VIVA!ひめじを 作
つく

る 手
て

伝
つだ

いをしてくれた人
ひと

 
 

日本
に ほ ん

語
ご

：中
なか

川
がわ

宏
ひろ

江
え

、小
こ

西
にし

保
やす

恵
え

、國
くに

光
みつ

美
み

奈
な

子
こ

、顧
こ

蔚
い

紅
こう

、重
しげ

田
た

房
ふさ

子
こ

、望
もち

月
づき

利
とし

春
はる

 

やさしい日本
に ほ ん

語
ご

：黒
くろ

田
だ

明
あけ

美
み

、長
なが

井
い

愛
あい

、黒
くろ

岩
いわ

孝
たか

弘
ひろ

、中
なか

塚
つか

正
まさ

子
こ

、片
かた

山
やま

真
ま

衣
い

子
こ

、立
たち

花
ばな

直
なお

美
み

、趙
ちょう

傑
けつ

 
 

ありがとうございました。 

 

連
れん

絡
らく

先
さき

 

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

姫
ひめ

路
じ

市
し

文
ぶん

化
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

 

〒670-0012 姫
ひめ

路
じ

市
し

本
ほん

町
まち

68-290  

イ
い

ー
ー

グ
ぐ

レ
れ

ひめじ 3階
かい

 

TEL: 079-282-8950  FAX: 079-282-8955 

Email: info-iec@himeji-iec.or.jp 

HP: https://www.himeji-iec.or.jp/ 

「VIVA!ひめじ」は、 公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

姫
ひめ

路
じ

市
し

文
ぶん

化
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

（国
こく

際
さい

  

交
こう

流
りゅう

担
たん

当
とう

）の Webサ
さ

イ
い

ト
と

で 見
み

ることが できます。 次
つぎ

は、 

2024年
ねん

 12月
がつ

に 出
で

る 予
よ

定
てい

です。 

VIVA!ひめじを 読
よ

んで 思
おも

ったことや、 VIVA!

ひめじで 書
か

いてほしいことが あったら、 教
おし

え

て ください。 右
みぎ

の 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

や メ
め

ー
ー

ル
る

ア
あ

ド
ど

レ
れ

ス
す

に 連
れん

絡
らく

して ください。 
Webサ

さ

イ
い

ト
と

 

姫
ひめ

路
じ

駅
えき

 

① ② 

③ 

☆ 


